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農業経営基盤の強化

平成２２年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 高鍋町農業後継者結婚相談連絡協議会事業 開始年度 昭和61年

終了年度

担当課（局） 農業委員会事務局 担当係 農地農政係 記入者 松岡章子 評価者 松木成己

基 本 目 標

21年度決算 100 22年度予算 100 事業の実施方法千円 千円  補助 単独

事業従事者数

21年度決算 100 22年度予算 100 事業の実施方法

0.05 人 0.05 人21年度人件費 364 千円 22年度人件費 362 千円

◎事務事業の目的・内容

事業の目的 次世代の農業の担い手となる農業青年を、結婚させることにより、農業に希望と意欲の持てる環境を構築する

事業の内容
結婚相談員による結婚相談や交流会の実施。
結婚が成就した場合、祝い金(50,000円)、仲介報奨金(10,000円）、結婚奨励費(10,000円)を支給

#

2

3

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

結婚の組数 21年度は1組の結婚が成就できた。22年度は役員の努力で、秋頃に1組が結婚予定である。

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

農業体験交流会 姉妹都市や関東 関西の女性に参加を呼びかけたが 参加者はなか た#

2

3

２１年度 ２２年度

活動指標
農業体験交流会 姉妹都市や関東、関西の女性に参加を呼びかけたが、参加者はなかった。

役員研修会 先進地の取組状況を研修した。

目標値
件

1 1

◎達成状況
指標名 単位 ２０年度

1
実績値 0 1結婚の組数

#DIV/0!

達成率 ％ 0.0% 100.0%

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!
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0 0農業体験交流会

1 1 1

実績値

0

目標値

役員研修会

0

達成率 ％ 100.0% 100.0%

目標値
回

1 1
1

0

達成率 ％ 0.0% 0.0%
活
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標

農業体験交流会

1
実績値 1

実績値

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

◎事務事業の評価◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

　女性と知り合う機会の少ない農業後継者の出会いの場の設定や結婚相談は、地元の事情
に精通している農業委員等の相談員が行うことがベストであり、今後も必要である。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

カップルを誕生させるのには大変な努力が必要であるが、目標は達成できている。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

　結婚相談員が積極的に会員宅を訪問するなど、活発な活動を行うとともに、経費について
も、効率的な運用に配慮している。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

様々な情報の提供など、可能性はある。



総
　
合

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見

事務事業名 高鍋町農業後継者結婚相談連絡協議会事業 担当課（局） 農業委員会事務局

◎総合評価（今後の方向性を含む）

現状維持

今後の方向性

　
事
業

拡充 ○

合
　
評
　
価

者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

　効率的な交流会等の開催や、他の機関との連携した取り
組みも必要である。

現状維持

縮小

廃止 縮小 現状維持 拡充

コ　ス　ト

の
方
向
性 廃止

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎農家の嫁不足は深刻な問題である。少子化対策としても重要な事業であり、一層の拡
充をお願いしたい。
◎活動の状況がよく分からない。

コスト 現状維持


